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耳鼻咽喉科領域 におけるloracarbefの 臨床 的検討

坂本 裕

川崎市立川崎病院耳鼻咽喉科*

新 しい経 口カルバセフェム系抗生物質loracarbefを 耳 鼻咽喉科領域感染症19例(急 性扁

桃炎10例,急 性 中耳炎3例,慢 性 中耳炎急性増悪5例,慢 性副鼻腔炎急性増悪1例)に 投与

し,そ の有効性,安 全性および有用性 を検討 した。

臨床結果は著効9例,有 効5例,や や有効4例,無 効1例 で有効率は73、7%で あ った。

副作用 は1例 に軽度の下痢 を認めた。

臨床検査値の異常は測定 した11例 の範囲では認めなかった。
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Loracarbef(LCBF)は 協 和醗酵工業(株)が開発 した全

合成の経 口カルバセフェム剤で,構 造式中にS原 子 を

含 まないことか らセフェム剤特有の硫黄臭がない。

抗 菌 ス ペ ク ト ラ ム はStaphylecoccus aureus,Staphylo-

coccus epidermidis,Streptococcus pyogenes,Streptececcus

pneumontae,Escherichta coli,Klebstella pnemumoniae,

Proteus mirabilis,Haemophilus influenzaeの 範 囲 で,い

わゆる第一世代経口セフェム剤 と同等である2。

このLCBFを 耳鼻咽喉科領域感染症患者に投与 し,

その臨床効果 と安全性の検討 を行 ったので報告する。

対象症例 は1991年2月 か ら12月 まで に川崎市立川

崎病院耳鼻咽喉科において感染症の治療 を行 ったうち

の19例 で,男 女別では男性10例,女 性9例,年 齢は

19歳 ～67歳 で平均年齢43歳 であった。疾患別内訳 は

急性扁桃炎10例,急 性 中耳炎3例,慢 性中耳炎急性増

悪5例,慢 性副鼻腔 炎急性 増悪1例 であ った。投与方

法 はLCBFを1回200mg1日3回,ま たは1回400mg1

日2回 を4～7日 間経 口投与 した。

臨床効果の判定は自,他 覚症状,臨 床検査所見など

か ら著効,有 効,や や有効,無 効の4段 階で判定 し

た。細菌学的効果判定は本剤投与前後の細菌検査の結

果か ら消失,減 少,不 変,菌 交代,判 定不能の5段 階

で行 った。 また投与前分離菌のMICは 三 菱油化 ビー

シーエ ルに依頼 し,局 所 より採取 した膿汁 をケ ンキ

ポーターに封入 し,可 及的速やかに同所に送付するこ

とによって測定 した。

各症例の概要はTable1-1,1-2に 示す通 りである。

本剤の臨床効果および疾患別内訳 はTable2に 示 し

たが,全19例 中著効9例,有 効5例,や や有効4例,無

効1例 で有効率は73.7%で あ った。疾患別で は急性扁

桃炎で有効以上が10例 中9例 で有効率90%,以 下,急

性中耳 炎が3例 中2例,慢 性中耳炎急性増悪が5例 中2

Table 1-1.Clinical results of loracarbef treatment

* 106CFU/ml

* 〒210川 崎市新川通124
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Table 1-2.Clinical results of loracarbef treatment

NT:not tested CNS:coagulase-negative Staphylococcus MRSA:methicillin-resistant S.aureus  *106CFU/ml

Table 2.Efficacy of loracarbef classified by diagnosis
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Table 3.Clinical laboratory test data before and after administration of loracarbef

B:before A:after NT:not tested

例,慢 性副鼻腔 炎急性増悪1例 中1例 で有効以上 であ

った。

細菌学的検査では19例 中2例 において菌 を検出 し得

ず,ま た残 りの17例 中4例 においてMICの 測 定は出来

なかった。その精細はTable1-1,1-2に 示 した。

細菌学的効果 としては消失11例,不 変3例,不 明5

例 で あった。主 な分離菌 は,S.aureus5株,Strepto-

coccus agalactiae3株,S.pyogenes2株 な どであった。

副作用は1例 に軽度の下痢が認め られたが,投 与継

続中に消失 した。

本剤投与前および投与後の臨床検査値の異常な変動

は検査し得た11例 の範囲においては全く認めなかっ

た(Table3)。

以上の成績より本剤は耳鼻咽喉科領域感染症に対し

て有用な薬剤であると考えられた。
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Clinical study of loracarbef in the otorhinolaryngological field

Yutaka Sakamoto
Department of Otorhinolaryngology,Kawasaki Municipal Hospital

12-1,Shinkawa-dori,Kawasaki-ku,Kawasaki,Kanagawa 210,Japan

A clinical study of loracarbef was performed in 19 patients with otorhinolaryngological

infections (acute tonsillitis 10,acute otitis media 3,acute exacerbation of chronic otitis media 5,
acute exacerbation of chronic sinusitis 1),and the following results were obtained.

Overall efficacy was excellent in 9,good in 5,fair in 4 and poor in one,the efficacy rate being
73.7%.

Mild diarrhea was observed in one patient.

No abnormal findings in laboratory parameters were observed.


